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戸籍の窓口

最上町の人口

1月

全 人 口　　７,５９９人　（うち、外国人１２７人）

　　　男　　３,７４３人　（うち、外国人　３７人）

　　　女　　３,８５６人　（うち、外国人　９０人）

世帯総数　　２,７９１世帯

生れた人　　　　　　１人

亡くなった人　　　２４人

転入　　　　　　　２１人　（うち、外国人　１５人）

転出　　　　　　　　６人　（うち、外国人　　０人）

前月比　　　　　　　８人減

〈募集職種〉 介護員・支援員、看護職員

社会福祉法人

〈勤 務 先〉 紅梅荘・ふれあい学園・やすらぎ・さくら

豊寿会豊寿会

スタッフ大募集

就職
支度

金

制度
あり

ます

令和６年度
大幅基本給
アップ予定

紹介者への報奨制度あり

未経験者大歓迎

TEL：0233-43-3661　FAX：0233-43-3663
法人事務局：紅梅荘お問合せ先

★詳しくはこちら
法人採用情報 HP

お
知
ら
せくらしの情報

２月号

■乗車定員６名（車いすも無料貸出中）

■特別価格にて貸出中（４時間４，０００円より～）

（有）オートランドカネダ（☎４６－２５３０）志茂２０６－１　

※貸出には予約が必要です。

まずはご来店、またはお電話ください。

レンタカー
「車いすのまま乗車できる」「車いすのまま乗車できる」

あります！あります！

■乗車定員６名（車いすも無料貸出中）

■特別価格にて貸出中（４時間４，０００円より～）

※貸出には予約が必要です。

レンタカー
「車いすのまま乗車できる」「車いすのまま乗車できる」「車いすのまま乗車できる」「車いすのまま乗車できる」「車いすのまま乗車できる」

新
庄
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

　　令
和
６
年
４
月
か
ら

「
赤
倉
駐

在
所
」
と
「
瀬
見
駐
在
所
」
の
２

駐
在
所
が
、
最
上
町
駐
在
所
に
統

合
さ
れ
ま
す
。
勤
務
員
一
同
、
今

後
と
も
最
上
町
内
の
安
全
・
安
心

の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

◇
最
上
町
駐
在
所

　　最
上
町
大
字
向
町
53-

４

　　☎
０
２
３
３-

４
３-

２
１
１
０

◇
赤
倉
駐
在
所

　　最
上
町
大
字
富
澤
１
３
２
２-

１

　　☎
０
２
３
３-

４
５-

２
１
１
０

◇
瀬
見
駐
在
所

　　最
上
町
大
字
大
堀
７
５
２-

１
４

　　☎
０
２
３
３-

４
２-

２
１
１
０

『
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
』

に
よ
る
結
婚
相
談
会

▼
開
催
日
時
　　◇
令
和
６
年
３

月
９
日

(
土
)
◇
午
後
１
時
～
４

時
45
分

(１
組
45
分
程
度
)

▼
場
所
　　や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
最
上
支
所

(
新

庄
市
)

▼
対
象
　　結
婚
を
希
望
す
る
方

ま
た
は
そ
の
ご
家
族

(
予
約
制
)

▼
内
容
　　婚
活
の
仕
方
、
お
見
合

い
相
手
の
紹
介
な
ど
に
つ
い
て
の
個

別
相
談

▼
費
用
　　　無
料

▼
申
込
　　令
和
６
年
３
月
６
日

(
水
)
ま
で
、
や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　　☎
０
２
３-

６
８
７-
１
９
７
２

読み込むと HP へ

アクセスできます

山
形
県
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
仲
人

「
や
ま
が
た
縁
結

び
た
い
」
募
集

▼
「
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
」

と
は
　　結
婚
を
希
望
す
る
独
身

男
女
の
出
会
い
の
機
会
を
拡
大
す

る
た
め
、
県
に
登
録
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
仲
人
活
動
を
行
な
っ
て
お

り
、
現
在
県
内
の
約
55
の
個
人
・

団
体
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

▼
活
動
内
容
　　◇
相
談
者
か
ら

の
相
談
対
応
◇
相
談
者
に
ふ
さ
わ

し
い
お
相
手
探
し
(
定
期
的
な
情

報
交
換
会
へ
の
参
加
)
◇
お
見
合
い

の
設
定

▼
活
動
経
費
　　活
動
に
対
す
る

報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
活
動
経

費
の
一
部

(
お
見
合
い
１
件
に
つ

き
５
０
０
円
)
を
支
援
金
と
し
て

交
付
し
ま
す
。

▼
登
録
要
件
　　所
定
の
研
修
を

受
講
す
る
こ
と
。

▼
そ
の
他
　　詳
細
に
つ
い
て
は
、

「
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　　や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト

　　セ
ン
タ
ー
事
務
所

　　☎
０
２
３-

６
１
５-

８
７
５
５

最
上
地
域
住
民
向
け

公
開
講
座
開
催
の
お
知
ら
せ

▼
開
催
日
時
　　◇
令
和
６
年
３

月
8
日

(
金
)
◇
午
後
６
時
～
８

時▼
場
所
　　最
上
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
ゆ
め
り
あ
　２
Ｆ
ホ
ー
ル
・
ア

ベ
ー
ジ
ュ

▼
対
象
　　最
上
地
域
に
お
住
ま
い

の
方

(※

参
加
費
無
料
、
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。)

▼
内
容
　　◇
講
演

「
認
知
症
を

知
り
ま
し
ょ
う
」

　　講
師
医
療
法
人
清
明
会
Ｐ
Ｆ
Ｃ

　Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｌ
副
院
長
兼
医

療
法
人
光
仁
会
Ｐ
Ｆ
Ｃ
　　Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
　　Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
新
庄
健
康
長
寿

医
療
セ
ン
タ
ー
長
　山
口
　智
　氏

〇
お
問
い
合
わ
せ

最
上
地
域
在
宅
医
療

介
護
連
携
拠
点
　＠
ほ
ー
む
も
が
み

　　☎
０
８
０-

７
２
１
０-

２
２
５
１

３
月
11
日
は
県
民
防
災

デ
ー

(
防
災
点
検
の
日
)

　　本
県
の
防
災
対
策
に
お
い
て
大

き
な
教
訓
と
な
っ
た
東
日
本
大
震

災
が
発
生
し
た
３
月
11
日
を
、
「
県

民
防
災
デ
ー
(
防
災
点
検
の
日
)
」

に
定
め
ま
し
た
。
地
震
や
津
波
、

豪
雨
な
ど
に
よ
る
災
害
は
い
つ
・
ど

こ
で
起
き
て
も
不
思
議
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
災
害
に
よ
る
被
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
も
、
こ

の
機
会
に
県
民
１
人
ひ
と
り
が
防

災
に
つ
い
て
考
え
る
と
と
も
に
、
地

域
や
身
近
に
い
る
人
同
士
が
助
け

合
う

「
共
助
」
の
仕
組
み
を
確
認

し
、
ご
自
身
や
家
族
、
地
域
、
企
業
・

団
体
そ
れ
ぞ
れ
が
災
害
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

▼
手
軽
に
実
践
！
　「
ロ
ー
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
ク
」
の
す
す
め

　　大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
水

道
・
電
気
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や

物
流
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
と
、
食

料
の
入
手
や
調
理
が
困
難
に
な
り

ま
す
。
一
般
的
に
、
災
害
支
援
物

資
は
災
害
が
発
生
し
て
か
ら
３
日

ほ
ど
で
到
着
す
る
こ
と
が
多
く
、

災
害
の
規
模
が
大
き
い
場
合
は
１

週
間
以
上
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
普
段
か
ら
３
日
～

１
週
間
分
の
備
蓄
食
料
を
揃
え
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
備
蓄
方

法
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
」
と

い
う
備
蓄
方
法
が
お
す
す
め
で
す
。

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
と
は
、
循
環

(
ロ
ー
リ
ン
グ
)
さ
せ
な
が
ら
備
蓄

(
ス
ト
ッ
ク
)
す
る
と
い
う
意
味
で

す
。
い
つ
も
使
う
食
材
を
多
め
に

購
入
し
、
賞
味
期
限
が
近
づ
い
た

ら
消
費
し
て
、
ま
た
新
し
い
も
の

を
補
充
す
る
と
い
っ
た
方
法
の
こ
と

を
指
し
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

常
に
備
蓄
食
料
の
在
庫
を
把
握
で

き
、
新
鮮
さ
も
保
つ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
ず
は
必
要
な
備
蓄
量
を

確
認
し
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
実

践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

下
水
道
使
用
料
の
賦
課

漏
れ
に
つ
い
て

(
お
詫
び
)

　　こ
の
度
、
当
町
の
公
共
下
水
道

の
使
用
料
に
お
い
て
複
数
件
の
「
賦

課
漏
れ
」
を
確
認
し
ま
し
た
。

　下
水
道
を
供
用
開
始
し
た
平
成

13
年
度
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
調
査
し

た
と
こ
ろ
件
数
は
合
計
７
件
で
し

た
。
賦
課
処
理
す
る
際
、
シ
ス
テ

ム
に
入
力
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、

そ
の
後
の
チ
ェ
ッ
ク
が
な
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
と
さ
れ
ま

す
。
現
在
は
、
月
末
ご
と
に
チ
ェ
ッ

ク
し
、
尚
且
つ
年
度
末
に
は
全
体

的
な
確
認
作
業
を
行
な
っ
て
い
ま

す
が
、
今
後
は
さ
ら
に
定
期
的
に

「
接
続
確
認
作
業
」
を
行
な
い
再

発
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　町
民
の
皆
様
に
ご
心
配
を
お
か
け

し
ま
し
た
こ
と
お
詫
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　今
後
は
二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と

の
無
い
よ
う
に
、
信
頼
回
復
に
全

力
で
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

〇
お
問
い
合
わ
せ

　　建
設
水
道
課

　　☎
４
３-

２
０
１
５


